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1. ショート ストーリー

日本でも好評を得たMINI
2002 年 3 月、MINI は MINI One、MINI Cooper、MINI Cooper S を登場させたことで早くも日本における人気を獲得し、世界で大成功を収めたクラシックMini と同じ高い評価を得ることができました。そしてMINIは、誕生からわずか 2 年間で世界 70 か国で販売されるほどのブランドに成長しました。また、日本市場ではわずか発売開始後10か月で輸入車ブランド7位としてランキングされ、現在も有力なブランドして高いシェアを誇っており、昨年は自動車関連の数多くのアワードを受賞しました。
日本で特に人気を集めているMINI Cooper は、MINI全体の 約60 % を占める販売台数を誇り、また、全顧客のうち約 25％ が MINI One を、約15％（購入者の7人に1人）が MINI Cooper S を購入していることになります。
ストリートからスクリーンへ

映画『ミニミニ大作戦』（原題：The Italian Job、オリジナル版 1969 年、リメイク版 2003 年）で映画デビューを果たした MINI は、今回の東京モーター ショーでもこの映画同様、「賢い主人公」としての役作りをアピールできているのではないでしょうか。1969 年に公開されたオリジナル版映画におけるクラシック Mini と同じく、MINI は日常生活での扱いやすさのみならず、オンロードやオフロードでの追跡劇においても、理想的な性能を発揮しています。また劇中車両のように、エアロダイナミック パッケージ、ルーフ スポイラー、アディショナル ヘッドライト、クロス スポーク17 インチ アロイ ホィール、エンジン フード ストライプを身に着けることで、さらに個性的にカスタムすることも可能です。東京モーターショーで展示されるMINI は、オリジナル版『ミニミニ大作戦』のアクセサリーすべてを身にまとい、クルマの映画スターにふさわしいスタイルで登場します。

『ミニミニ大作戦』で登場したアクセサリーは、現在、全国のMINI 正規ディーラーで取り付けることが可能です。MINI の愛好家は劇場のスクリーンに映った姿を眺めるだけでなく、映画同様に、あるいは自分だけのカスタムMINIを自宅のガレージへ連れて帰ることができるようになります。

究極の音響体験

新しいデジタル パワー サウンド モジュールの採用により、MINI アクセサリー プログラムは、パフォーマンスと音質を大幅に向上しました。ハイレベルな要求に耐えうるオーディオ システムを、音楽ファンに提供します。

フル デジタル アンプの採用により MINIのユニークさは市場でも注目を集め、不動の地位を確立します。660 ワットもの大出力を誇るこのアンプは、126dB のサウンド レベル プレッシャーを持つ 6 個の大音量ハイパフォーマンス スピーカーとの組み合わせにより、豊かな低音域と高音域をともなったサウンドを創り出します。

現在装備可能な最上級のサウンド システムは、個性的なMINIのスペースや音響特性に合わせて開発されたユニットで、オーディオ システム「ブースト」が組み合わされている MINI オーディオ システムに、後から取り付けることもできるようにデザインされています。

最高の音響環境を、最高の仕上がり品質で提供するこのサウンド システムは、今年の秋から MINI 正規ディーラーでのみご購入いただくことができます。この価格は、一般的なアクセサリー市場で販売されている同レベルのシステムと比較し、約半額というコスト パフォーマンスの高さも実現しています。

ジョン クーパー ワークスのチューニング キットによる並外れたパワー

ジョン・クーパーとその息子マイクは、英国車チューナーの代名詞的存在。彼らほどMINI と密接に結びついているチューナーはいません。2003 年東京モーター ショーのMINI ブースで、マイク・クーパーは「ジョン クーパー ワークス（JCW）」のチューニング キットを装備したMINI Cooper S を展示する予定です。出力 200 ps / 6,950 rpm を誇るこの強力なマシンの最高速度は 226 km/h（140 mph）にまで達します。また、JCWによって特別設計された 18 インチ ホィールと、それに見合うホールド性を備えたスポーツ シートの採用も、強大なパワーと美しさを両立しています。

MINI One D – 初めてディーゼル エンジンを搭載した MINI
MINIで初めてディーゼル エンジンを搭載するニュー MINI One D は、オックスフォード工場で生産され、今年の 6月に英国デビューを飾りました。非常に効率的でパワーのあるニュー MINI One Dは、現代的なディーゼル車としての高い経済性と独自のデザイン、さらに MINI 特有ともいえるゴーカートのような操縦性をも兼ね備えています。経済性とエキサイティングな走りを兼ね備えたモデルは、市場でも高い評価が期待できるものと確信しています。

トヨタと共同開発されたコンパクトな 4 気筒直噴ディーゼル パワー ユニットは、1.4リッターという総排気量ながら最高出力は 55 kW（75 ps）に達します。最大トルク 180 Nm/2,000 rpm を誇るMINI One Dは十分な加速力を備えており、スポーティなハンドリングと俊敏な動力性能はドライバーに走る楽しさを教えてくれるでしょう。また、パワーを常に路面へ伝達できるよう、このクラスのクルマとしては珍しく ASC+T（オートマチック スタビリティ コントロール + トラクション コントロール）が標準装備されていることも、MINI One Dの特徴といえます。

この高性能な直噴ディーゼル エンジンには、第 2 世代コモンレール技術とインタークーラー付きターボチャージャーも採用されています。オールアルミニウム製の軽量パワー ユニットは、優れた作動特性、低ノイズ、好燃費、低排出ガスなど、際立った高性能を実現しました。

経済性と俊敏性を兼ね備えたMINI One D

燃費はEU複合サイクルでわずか軽油 4.8 リッター/100kmと優秀で、CO2 排出量もわずか 129 g/km に過ぎません。この数値が示すように、MINI One D は BMW グループのモデル全体で最も燃費の良いクルマということになります。

燃費に優れるディーゼル仕様のMINI One Dは、50 リッターの燃料タンクで最大 1,000 km（600 マイル以上）も走行することができます（この数値は、運転方法や走行条件などによっても変わってきます）。

MINI Cooper S にも装備されている6 速マニュアル トランスミッションの採用と相まって、この新しいディーゼル エンジンは極めて効果的な出力特性（トルクと牽引力）を発揮します。MINI One D の最高速度は 165 km/h（102 mph）で、0 ～ 100 km/h の加速に要する時間はわずか 13.5 秒。また 4 速での 80 ～ 120 km/h 加速もわずか 11.9 秒となっています。6 速ギアは、エンジン回転数を下げるために減速比が小さく設定されており、長距離走行での燃費向上にも貢献しています。

さらに、このクルマの驚くべき経済性を証明する要素として、オイル交換時期が 25,000 km（15,500 マイル）まで延長されたことがあげられます（ただしこの数値は、ガソリン エンジン仕様車と同様、運転方法や路面の状況などによって変わります）。

駆動系コンポーネントの重量増加をわずかな数値に抑えたことと、バランスの良い重量配分を実現したことによって、MINI One D はガソリン エンジン仕様車と比較して遜色ないパフォーマンスを発揮します。また、MINI シリーズの最後に加わったこのモデルには、油圧式パワーステアリングが装備され、軽快な操舵特性を実現しています。

MINI One Dと通常の MINI One を区別するエクステリアのポイントは、テールゲートに「MINI One D」のロゴを装着したことや、MINI Cooper S から受け継いだサイド シルを採用していることがあげられます。また、フロント エンドに大きなエアインテークを装備していることや、テール パイプがリア エプロンの内側に隠れていることも特徴です。

MINI One Dは、標準装備品が充実しているのも特筆点です。フロント エアバッグ 2 個とサイド エアバッグ 2 個、4 センサー式 ABS、EBD（エレクトロニック ブレーキ フォース ディストリビューション）、CBC（コーナリング ブレーキ コントロール）、ASC+T（トラクション コントロール）、ラン フラット インジケーター、外気温度計内蔵のタコメーター、電動ドア ミラー、パワー ウィンドウ、6 速マニュアル トランスミッション、パワー ステアリング、運転席シートとステアリング コラムの高さ調節、ティンテッド（着色）ガラス、そして便利なリモコン付き集中ロック システムも標準装備しました。

MINI One – エントリー モデル

ガソリン エンジンを搭載した MINI One も標準装備品が充実しており、リーズナブルな価格でスポーティ ドライビングの楽しさを味わうことができます。他の MINI と同様、MINI One も技術的に精緻な設計が採用されており、その俊敏性と卓越したロード ホールディングは、他車の追随を許しません。1.6 リッター 4 気筒 16 バルブのパワー ユニットは、真の MINI にふさわしい期待通りの俊敏なパフォーマンスを発揮します。このパワー ユニットの最高出力は 66 kW（90 ps）で、最高速度は 181 km/h（112 mph）、0 ～ 100 km/h 加速はわずか 10.9 秒です。しかもEU複合サイクルでの燃費は、無鉛プレミアム ガソリンを使用した場合、6.6 リッター/100 kmに抑えられています。

MINI Oneのルーフとバンパーはボディ同色ですが、ラジエター グリルやテールゲート ハンドル、電動ドア ミラーのハウジングをブラックとすることで、エクステリア デザインにアクセントを付けています。

MINI Cooper – スポーティな勇士

さらなるパフォーマンスと装備を求める人々にとって、MINI Cooper は完璧な相棒となります。ベーシック モデルとは明確に異なる特徴として、25 ps 向上した最高出力や2トーンのボディ カラー、クローム メッキ仕上げのパーツ、アロイ ホィール、約10 mm ローダウンさせたサスペンション、リアアクスルのアンチロール バー採用などがあげられます。 

MINI Cooper では、ボディ カラーに関わりなくブラックまたはホワイトのルーフとドア ミラーを選択することができます。ただし、ルーフをボディ カラー同色にした場合、電動ドア ミラーはブラックになります。

MINI Cooper の 0 ～ 100 km/h 加速は 9.2 秒で、最高速度は 200 km/h（124 mph）です。MINI Cooperは、これほどの高性能にもかかわらず好燃費を実現しており、EU 複合サイクルでの燃費はわずか 6.8 リッター/100 kmとなっています。さらに MINI One と MINI Cooper では、標準装備の 5 速マニュアル トランスミッションの代わりに、ステップトロニック付き CVT オートマチック トランスミッションをオプションで選択することもできます。

MINI Cooper S – トップ モデル

トップ モデルMINI Cooper Sにはスーパーチャージャーとインタークーラーが搭載されているため、最高出力は 120 kW（163 ps）に達します。この卓越したパフォーマンスに、標準搭載の 6 速マニュアル トランスミッションやスポーツ サスペンション プラス を組み合わせることで、ドライバーはスポーツ走行の歓びを満喫することができます。

最高速度は 218 km/h（135 mph）に達し、0 ～ 100 km/h 加速はわずか 7.4 秒。燃費はEU 複合サイクルで 8.4 リッター/100 km（33.6 mpg Imp）と、このクラスのクルマとしては驚くほど優秀な数値を実現しました。 

MINI Cooper S の際立った特徴を挙げると、エンジン フードのエア インテーク、独特のボディ同色バンパー、リア スポイラー、クローム メッキが施された2 本出しのテール パイプ、「S」のエンブレムが付いたサイド グリル、オリジナルのサイド シル、ボディ同色のテールゲート ハンドル、クローム メッキが施されたフューエル リッド、ホワイト サイド ターン インジケーター、16 インチ アロイ ホィールなどがあり、これらは他の MINI との相違点でもあります。また、MINI Cooper S のインテリアには、トップ モデルならではの高品質なファブリックやレザー、レザー トリムなどがふんだんに使用されています。

以上のように、MINI は出力 75 ～ 163 ps におよぶ 4 つのエンジン バリエーションを持ち、多数のオプション装備品やアクセサリーによるカスタマイズで、世界に1台の自分だけのMINIを作り上げることが可能なのです。

2. 他に類を見ない独自性

かねてから世界中で自動車愛好家の心を捉えてきた MINI は、今またさらに人気が上昇しています。MINIの需要が増え続けているため、生産および販売台数に関する当初の見込みは大幅に上方修正されました。

MINI は、単なる「魅力的な 4 シーター」を超えた存在となっています。今やMINI は、個性的なライフ スタイルの象徴となりつつあるのです。1960 年代に登場したクラシックMiniモデルと同様、時代のスピリットを感じさせてくれると同時に、どこか独特な生き方を反映している印象もあり、MINI のドライバーは生きる意欲を前面へ押し出すように、小回りのきくMINIを楽しくドライビングしているのです。 

クラシックMiniから受け継いだ独創的なコンセプトは、優れたサスペンションやパワフルなエンジンと相まって、ドライビングの楽しさを最大限に発揮するものです。

愛らしいマスクや丸みのあるシェイプ、そしてロング ホィールベース（2,465 mm）と極端に短いオーバーハングは、MINI に独特な風貌を与えています。エクステリアでもインテリアでも、クラシックなデザインの鍵となる部分は、MINI の設計担当者によって新たに解釈し直されて 21 世紀に甦りました。つまり、どのようなオプション装備を選んだとしても、あらゆるモデルが、一目で正真正銘の MINI であると分かるのです。

現在生産されているMINI は、違いが分かるお客様の要求を満たす現代のクルマです。全長がわずか約 3.6 m 程であるにもかかわらず、室内は4 人の大人が座れる十分なスペースを確保しています。MINI に盛り込まれているテクノロジーは、このクラスの新基準を打ち立てるものであり、通常なら高級車にしか採用されない魅力的な装備や性能を備えているのです。

2.1  オリジナリティあふれる MINI の
エクステリアとインテリアの特徴

MINI の個性的なデザインには、コンパクトなブリティッシュ カーという分野で特別なポジションを築いてきた「伝統」が込められています。MINI の開発チームは、アレック・イシゴニスによって設計された古典的な車両スタイル上の核心部分を 21 世紀の現代に再現することに成功し、その結果 MINI 独自のデザイン様式を守り通しているのです。

魅力的で個性豊かなクルマ

丸型ヘッドライトと美しくカーブしたエンジン フードを持ったこのコンパクトカーは、道行く人々の注目を自然と集めます。大胆ともいえるエクステリア デザインがアピールするのは、MINIが走る楽しさを味わうために設計されたクルマであるということ。拡大されたトレッドとホィール アーチ トリムのために、リアから見ると車幅が広いようにも思えますが、実際の全幅 はわずか1.69 m しかありません。 

極端に短いオーバーハングとスクエアなサイド セクションを持つ、魅力的なブリティッシュ カー「MINI」は、ゼロ発進（静止状態からの発進）においても優れた加速性能を誇ります。リアに向けて持ち上がっていくウエスト ラインは高性能な印象をさらに強めており、これが MINI の個性的なサイド ビューを作り出す要因ともなっています。帯のように車両を取り囲む面積の大きなグリーンの着色ガラスも、デザインと機能上のキーポイントとなり、洗練された優雅さを際立たせています。

リア シートへの乗り降りが楽に行なえるよう、MINIの大きな2枚のドアは大きい角度で開くようデザインされています。窓枠がないサッシュレス ドアには、フロント シートから操作可能なパワー ウィンドウも標準装備されています。テールゲートは電動ロック式で、開けたときに背の高い人がゲートの下に立てるよう、高い位置まで開くようになっています。また、リア ワイパーとリア ウィンドウ デフォッガーの装備によってクリアーな後方視界が確保でき、さらに熱線入りフロント ウィンドウもオプションで選択することができます。ヘッドライトは、ホィール アーチを覆う形状のエンジン フードに取り付けられており、これも同クラスの他モデルには見られない特徴となっています。この大きなエンジン フードは、開けやすさを考慮してガス圧式スプリングを装備しています。

個性的に仕立てたインテリア

MINI ならではの特徴はインテリアにも生かされており、機能や人間工学、実用面でも妥協することなく、モダンな雰囲気に仕上げられています。中でも印象的なのは、インストルメント パネルの中央に設置されたスピードメーターで、これはオリジナル MINI から受け継いだデザイン上の特徴でもあります。スピードメーターには、水温計と残量警告灯つきの燃料計も組み込まれており、タコメーターは、ドライバーが目線を動かさずに視認できるよう、ステアリング コラム上に取り付けられています。ただし、オプションのナビゲーション システムを装着する場合は、ステアリング コラムにスピードメーターとタコメーターを並べて取り付けることになります。

インストルメント パネルの仕上げは、選択した装備やモデルに応じて、アンスラサイト（石炭色）、シルバー、アルミニウム・パティナ、ウッド トリムが用意されています。収納スペースはインストルメント パネルの下、ドア内側、センター コンソールに設けられており、エアコン装備車の場合はオプションのグローブ ボックスを取り付けることで、ボックス内を冷やし、クーラーボックスとして使うこともできます。 

センターコンソールの下に設けられたトリム パネルには、最大で 6 個のトグル スイッチが設置され、パワー ウィンドウ、集中ロック システム、オプション（日本仕様は標準）のトラクション & スタビリティ コントロールなど、さまざまな機能の操作が可能となります。

魅力的なデザイン様式

ドアのデザインも MINI の特徴と言えます。ドア内側には、アーム レストと収納スペースを取り囲むようにフレームを 配しており、これがセンター コンソールのカラーと完璧にマッチしています。丸いドア オープナーと 2 個のスピーカーも、インテリアの雰囲気を壊すことなく自然に溶け込んでいます。

2 スポークのステアリング ホィールは握り心地も良好で、これから味わうドライビングの楽しさを予感させます。運転席シートとステアリング コラムの高さは、どのような体格のドライバーでもより完璧なシート ポジションを確保できるよう調節可能となっています。頭部や肩、足元には十分なスペースがあり、さらにガラス エリアが広いことも加わって、ゆとりの空間を作り上げました。サイド エアバッグ内蔵のスポーツ シートは、ワインディングでも優れたサイド サポートを実現してくれます。標準装備となるクロス張りクッションのほか、クロスとレザーのコンビネーション、または 3 種類のレザー張りクッションもオプションで選択することができます。

フロント シートは、リア シートへの乗降性を高めるため、前方へ大きくスライドさせることができます。シート メモリー機能が採用されているため、同乗者がリア シートに乗り込み終わったら、運転席を元のポジションに戻すことも容易です。フロント シートのバックレストは、リア シート乗員がゆったりとスペースを確保できるように設計されています。また、リア シートのバックレストは、標準装備で 50：50 の分割可倒式となっており、前方へ倒すことで、ラゲッジ コンパートメントは 150 リッターから最大 670 リッターに広がります。 

2.2  クローズアップされる安全性

MINI の設計に際しては、現在の技術水準を 100 % 反映させたセーフティ コンセプトを効果的に具現化しました。 

アクティブ セーフティ

MINI の全モデルには、 4 輪ディスク ブレーキが標準装備されており、フロントはベンチレーテッド ディスクになっています。さらに 標準装備で 4 センサー式 ABS、エレクトロニック ブレーキ フォース ディストリビューション（EBD）、コーナリング ブレーキ コントロール（CBC）も採用されており、ブレーキング時にクルマの挙動を安定させることや、停止距離の短縮に貢献しています。EBD は前輪と後輪の制動力配分に関するコントロール、CBC はクルマの挙動を乱すことなく後輪のブレーキ性能を最適化するシステムで、いずれも走行時の安全性向上に寄与する装置として、ミニに大きなアドバンテージを与えています。

MINI One と MINI Cooper にはオプション（日本仕様は標準）でトラクション コントロール（ASC+T）を装備（MINI Cooper S では日本ではDSCが標準装備）することもできますが、この機能はドライバーがいつでも任意で解除できるようになっています。ASC+T トラクション コントロールは、前輪（駆動輪）の空転を防ぎ、各ホィールのグリップ力が異なる場合でもドライバーがクルマをコントロールできるようにするシステムです。さらに、ダイナミック スタビリティ コントロール（DSC）もオプション装備（日本仕様はCooper Sに標準）が可能で、よりハイレベルなアクティブ セーフティが実現されます。このシステムは加速やブレーキング時、またカーブや路面の変化など不安定な走行条件に左右されることなく、常に安定したドライブの実現を目的とするものです。 

ラン フラット アシスタンス

MINIには、このクラスのクルマとしては初めてラン フラット インジケーター（タイヤ圧低下インジケーター）が標準装備されています。スピードメーター内の警告灯が点灯するため、ドライバーはすみやかにタイヤ空気圧の減少に対処することが可能で、タイヤへのダメージを未然に防ぐことができます。 

このシステムによって、事態が深刻化する前に大きなダメージを防ぐことができるため、MINI One と MINI Cooper はスペア タイヤの代わりに MINI モビリティー システムを標準装備（日本仕様は除く）しています。主にシーラントとコンプレッサーで構成されるこのシステムを活用することにより、ほとんどのケースでタイヤを交換することなく最寄りの整備工場まで走行することが可能となります。また、オプション（日本仕様は標準）でスペア タイヤを装備することもできます。
16 インチまたは 17 インチ ホィールを選んだ場合、すべての MINI はラン フラット タイヤを装着することになります。このタイヤの主な特徴は、補強されたサイド ウォールと耐熱性ラバー コンパウンドが採用されていることで、パンクしたタイヤが凹んだり、リムから剥離したりすることを予防できるほか、タイヤ側面が擦れて着火することを防ぐこともできます。このタイヤは、タイヤの空気が抜けた状態でも時速 80 km/h（50 mph）以下で注意深く走行するなら、150 km（90 マイル）の距離を走行し続けることができます。 

パッシブ セーフティ

MINI は全車に 4 個のエアバッグが標準装備されています。2 個のフロントエアバッグは、衝撃の激しさに応じて異なる速度で膨張。サイド エアバッグはフロント シートのバックレスト外側にあるクッションに内蔵されており、側面から衝撃が加わった場合フロント シート乗員の胸部に対する損傷を緩和します。また、すべてのシートには 3 点式シートベルトが採用されているほか、フロント シートには着火式シートベルト テンショナーとベルト フォース リミッターも標準装備されています。 

側面衝突における安全性をさらに高める装置として、AHPS（アドバンスド ヘッド プロテクション システム）もオプション（日本仕様は標準）で用意されています。このシステムを構成しているエアバッグは、フロントおよびリア シートに着座した乗員の頭部に対する損傷から保護するためのもので、平常時はルーフ ライニング内部に埋め込まれていますが、側面から衝撃が加われば乗員とウィンドウの間で瞬時に膨張します。これらすべての乗員拘束（エアバッグ）システムは、共有する衝撃度センサーによってコントロールされており、乗員に対する損傷を最小限に抑えます。
MINI のボディは BMW グループの基本理念にしたがって開発されており、比較可能な競合モデルのものよりボディ剛性が 3 倍も高められています。広いクラッシャブル ゾーンと横置きのフロント エンジンに加え、フロント アクスルが衝撃エネルギーを吸収することで、より優れた耐衝撃性能が実現されているのです。

これらの有効性を確認するため、多数のシミュレーションとクラッシュテストが繰り返され、MINI の模範的な衝突安全性は実証されました。MINI は世界で最も厳しい衝突基準をクリアしており、厳格なユーロ NCAP 衝突試験でも 4 つ星を獲得しています。この衝突安全性はアメリカでも認められ、米国高速道路交通安全局（NHTSA）によって MINI Cooper は 4 つ星を与えられることになりました。

2.3  ワインディングで体感する
爽快なサスペンション

横置きエンジンの下にトランスミッションを配置するという、クラシックMini から受け継いだ独創的なコンセプトは低重心化という大きなメリットをもたらし、MINIは前輪駆動車として非常に理想的な重量配分を実現しました。卓越したトラクションやダイレクトなハンドリングも、オリジナルモデルの設計を踏襲したことによる恩恵と言えるでしょう。

最適なロード ホールディング性能

MINIのフロント アクスルはマクファーソン式で、リア アクスルには、このクラスで世界初となる高性能なマルチ アーム サスペンションが採用されています。アクスルをコンパクトな設計としたことでスペースが有効に活用でき、ラゲッジ コンパートメントのフロアを低くすることにも成功しました。前後アクスルに複雑な運動学的構造を採り入れたことで、４つのタイヤの路面追従性は常に優れたものになっています。また、MINIの全モデルには、フロント アクスルにスタビライザー バーが装着されています。

MINI のラインナップ中、高性能モデルに位置づけられる MINI Cooper と MINI Cooper S には、リア アクスルにアンチロール バーを取り付けることにより、サスペンション構造もよりスポーティなものとなりました。

楽になったステアリング操作

MINI One、MINI Cooper、MINI Cooper S の各モデルには  電子制御式油圧パワー ステアリングが装備されています。システムの油圧ポンプは小型電気モーターによって駆動され、エンジンと独立して作動。パワー アシストが必要な場合のみ、油圧が高められる構造になっています。

きわめてダイレクトなラック アンド ピニオン式ステアリング ギアがすべてのモデルに採用されています。ステアリング ホィールの切り具合に応じて良好なレスポンスが得られるため、ドライバーは優れた操舵感覚を味わうことが可能で、MINI の愛好家が楽しんできたゴーカートのようなフィーリングが誰にでも体験できるのです。

低重心化を目指した駆動部のコンセプト、ロング ホィールベース、広くなったトレッド幅、高剛性の優れたボディ、マルチ アーム リア アクスルのリンク構造、ダイレクトなパワー ステアリング。これらすべてが MINI の卓越した操縦性に貢献しています。たとえ極限的な状況に置かれても、アンダーステア傾向はごくわずかしか認められません。その結果、ワインディングでは「ふたつの点を結ぶ最も愉快な線は曲線しかない」ということを、MINIのドライバーは身をもって感じ取ることになるでしょう。

2.4  高度な電子技術

MINI に採用された電子技術は最新技術を反映させたもので、このクラスでは他に類を見ないハイレベルなものです。車両の電子ネットワークはデータベース システムによって簡略化されており、異なる機能に対して同一の配線を使用することで信頼性を向上。レイン センサーなど、特殊な装備さえも統合することが可能になっています。 

また、このクラスでは稀といえる高度な電子技術として、キセノン ヘッドライト、16:9 インチ カラー ディスプレイ付ナビゲーション システム、超音波制御のパーク ディスタンス コントロール（PDC）、マルチファンクション ステアリング ホィールなどもあげられます。

小さなコンサート ホールと化す MINI 
卓越したサウンド クオリティを実現する車内エンターテイメントシステムは、MINIの特殊な室内音響条件に合わせて開発されました。ベーシック モデルでさえ6 個のスピーカー（ドア内側に 4 個、リア サイド パネルに 2 個）を備えているため、高級感溢れるサウンドを愉しむことができます。 

より高音質を求めるオーディオ愛好者のために特別開発された、8 個のスピーカーとデジタル アンプを採用する harman/kardon 製 Hi-Fi システムを選択することもできます。完全内蔵型デジタル サウンド プロセッサー付きのアンプは、さまざまなサウンド パターンを作り出すことも可能で、どのシートに座っても最適な音響効果が味わえます。 

音質にこだわる音楽ファンでも満足が得られるよう、個別のコンポーネントやモジュールを互いに組み合わせることが可能で、オールラウンドなサウンド システムを楽しむこともできます。さまざまなタイプのオーディオ システムに加え、6 連奏 CD チェンジャーをラゲッジ コンパートメントに取り付けることが可能。このようなサウンド システムは、MINI を除けば高級車にしか採用されないハイクオリティなものであり、オーディオについても MINI は特別な地位を確立したと言えます。

3. MINI One – エントリー モデル

MINI One とディーゼル モデルとの主な違いはエンジンであり、MINI One のプライス バリューは非常に高くなっています。ベーシック モデルMINI Oneのエンジンルームには俊敏な 1.6 リッター 4 バルブ パワー ユニットが搭載されており、最高出力は 66 kW（90 ps）、最高速度は 181 km/h（112 mph）を発生、0 ～ 100 km/h 加速もわずか 10.9 秒となっています。140 Nm（103 lb-ft）という最大トルクを発生するこのエンジンは、5 速マニュアル トランスミッションと組み合わされることで、限りないドライビングの楽しさを与えてくれます。

共通の特徴

MINI のガソリン エンジン モデルには 1.6 リッター 4 気筒 16 バルブ エンジンが搭載されています。最高出力はモデルに応じて、90 ps ～ 163 ps まで幅が設けられました。

エンジン ブロックは堅牢な鋳鉄製で、オーバーヘッド カムシャフトを装着したシリンダーヘッドはアルミニウム製となります。シリンダーあたりに4 個あるバルブを駆動するのは低摩擦ローラー タイプのロッカー アームで、さらに油圧式のバルブ クリアランス調整ユニットも装着。オーバーヘッド カムシャフトは、メンテナンス フリーのタイミング チェーンを介し、クランクシャフトによって駆動されます。また、アクティブ ノック コントロール機構を備えているため、オクタン価 91 ～ 98 の無鉛ガソリンが使用できます。コンパクトなエンジンは世界中の排出ガス基準に準拠しており、EU 4 の排出ガス基準もクリア。排出ガスによる税制上の優遇措置が受けられる国のオーナーには、さまざまなメリットがもたらされるでしょう。

ガソリン エンジン モデルの点検時期は、ディーゼル仕様車であるMINI One D の場合と同様に、走行方法などの条件によっても左右されます。ガソリン エンジンモデルの初回点検は 16,000 ～ 20,000 km 走行後で、それ以後は 25,000 ～ 30,000 km 走行ごとに点検を受ける必要があります。

MINI One の重量は、標準装備のみの場合で約 1,065 kgと 軽量です。燃費は無鉛プレミアム ガソリンを使用した場合、EU 複合サイクルで 6.6 リッター/100 km（42.8 mpg Imp）と非常に低く、50 リッターの燃料タンクを満タンにすると 760 km の走行が可能です。

ディーゼル モデルでは、トラクション コントロール（ASC+T）とステアリング コラム上のタコメーターを標準装備に含みますが、MINI One の場合は、これらのアイテムがオプション（日本仕様は標準）となります。それ以外に標準で採用される装備に関しては、両モデルとも高いレベルを誇っています。

オートマチック シフト

MINI One と MINI Cooper には 5 速マニュアル トランスミッションが標準採用されています。しかし、どちらのモデルにもオプションでステップトロニック付き CVT（無段自動変速機）を装備することが可能です。このCVTを選択すれば、通常のオートマチック トランスミッションと6 速セミ オートマチック機能を好みで使い分け、ゆったりとイージーな走行や、キビキビしたスポーティな走行を楽しむことができます。

このオートマチック トランスミッション（CVT）は、スチール製の駆動ベルトと、両側に斜面が設けられた 2 個のプーリーを組み合わせています。各プーリーは左右に分割されており、V 字型を構成する左右の幅を変化さることでベルトが掛かる有効半径を増減させ、変速比が変化する仕組みになっています。変速は無段階で連続的な変速調整プロセスが実現されるため、変速比が「ジャンプ」したり断続したりすることはありません。 

マニュアル シフト

オートマチック モードでは、通常と同じようにセレクター レバーを P、R、N、D ポジションに動かすことでギアを選択します。オートマチック トランスミッションをスポーツ モードへシフトするには、セレクター レバーを D ポジションから S ポジションに入れるだけの操作となります。

ステップトロニックは、セレクター レバーを前または後ろに動かせば機能します。ステップトロニックによってドライバーは俊敏なドライビングを楽しむことができ、MINI One の場合は変速比にかかわらず 5,500 rpm まで、MINI Cooper の場合は 6,000 rpm まで回転数を上げることが可能です。セレクター レバーは前に倒せばシフト ダウン、後ろに動かせばシフト アップするシンプルな操作方法で、エレクトロニック モニタリング システムによって誤操作を防止しています。オートマチック モードとの最も大きな違いは、無段階変速の代わりに 6 種類の変速比を使用する点です。セレクター レバー ポジション（選択されているギア）は、スピードメーター内の液晶ディスプレイに表示されるため、確実なシフトチェンジを行なうことができます。

4. MINI Cooper – スポーティな勇士

MINI にさらなる高性能を期待する人々にとって、MINI Cooper は最高の選択となるでしょう。MINI One に比べ、最高出力は25 ps 高い 85 kW（115 ps）となるため、ワインディングなどでその優位性を発揮します。MINI Cooper のサスペンションは全高を 約10 mm 低くするスポーツ タイプで、リア アクスルにはアンチロール バーも装備。走り心地もよりスポーティなものとなっています。最高速度は 200 km/h（124 mph）に達し、パワフルなエンジンとダイナミックなサスペンションが優れたバランスを実現しています。149 Nm（110 lb-ft）の最大トルクに対して空車重量が 1,075 kgと軽量なので、0 ～ 100 km/h 加速はわずか 9.2 秒しかかかりません。

エクステリアで MINI One と異なる点は、ルーフのカラーをオプションでブラックまたはホワイトに変更し、ドア ミラーもそれに合わせた色にできることが挙げられます。ただし、ルーフをボディと同色にした場合（オプション）は、ドア ミラーがブラックになります。MINI Cooper のクローム トリムは、エクステリアの高級感をさりげなく洗練されたスタイルに仕上げています。ドア ハンドルをはじめ、テールゲート ハンドル、ラジエター グリル、エキゾースト パイプ カバー、バンパーに組み込まれたエア インテーク グリル、ヘッドライトおよびテールライト周囲のリングは、すべてクローム仕上げとしました。ルーフカラーのチョイスに応じて、MINI Cooper の 15 インチ アロイ ホィールは、生産ラインでホワイトまたはシルバー仕上げに変更されます。

インテリアで MINI Cooper がベーシック モデルと異なる点は、ステアリング コラム上のタコメーター、ブラック レザー仕上げのドア アームレスト、シート クッションといった、わずかな点にとどめられています。

MINI Cooper の標準装備としては、MINI One に装備されているもの以外に、次のものが挙げられます：
クローム仕上げ
タコメーター（日本仕様はOneにも標準）
15 インチ アロイ ホィール
リア アクスルのアンチ ロール バー

5. MINI Cooper S – トップ モデル

MINI Cooper S に搭載されている 4 気筒エンジンは、インタークーラー付きメカニカル スーパーチャージャーによって過給圧が高められます。エンジン出力の増大に伴っていくつかのコンポーネントが変更されたことに加え、各種エンジン マネージメント パラメータと圧縮比も変更されました。MINI Cooper S の 1.6 リッター パワー ユニットの最高出力は 120 kW（163 ps）/6,000 rpm と圧倒的なパワーを誇り、際立ったパフォーマンスを実現しつつ軽快な排気音を奏でます。0 ～ 100 km/h 加速はわずか 7.4 秒で、最高速度は 218 km/h（135 mph）に達します。

MINI Cooper S の最大トルクは 210 Nm（155 lb-ft）/4,000 rpm で、優れた加速力と牽引力を発揮します。5 速での 80 ～ 120 km/h（50 ～ 75 mph）加速はわずか 6.7 秒で、EU 複合サイクルにおける燃費は平均 8.4 リッター/100 km（33.6 mpg Imp）と、高出力を考えれば極めて良好な燃費と言えます。 

MINI One D と同様、トップ モデルMINI Cooper Sには専用の 6 速マニュアル トランスミッションが搭載されています。このトランスミッションは 5 速で最高速度に達するように設計されており、6 速ではエンジン回転数を下げて長距離走行時の燃費を向上させるため、減速比が小さく設定されています。

充実した装備

強化アンチ ロール バーを装着しスプリングを硬めに設定したスポーティなサスペンションを採用したため、MINI Cooper S はドライバーの意志に応えうるハイレベルなドライビングを実現しました。重量配分を適正化するため、ディーゼル モデルと同様にバッテリーをリアへ搭載しました。標準装備となるトラクション コントロール（ASC+T）（日本仕様はDSCが標準）によって、駆動力はあらゆるステージで安全かつ効率的に路面へ伝達されます。オプション装備となるダイナミック スタビリティ コントロール（DSC）の働きによって、極限的な状況でもコースアウトの危険を回避することが可能です。 

このトップ モデルには 16 インチ アロイ ホィールが標準装備されており、タイヤは195/55 R16 サイズが装着されています。MINI Cooper S は、緊急時でも継続走行を可能とするラン フラット タイヤをクラス初で装備。このタイヤは、標準装備のラン フラット インジケーター（タイヤ圧低下インジケーター）と併せ安全性の向上に貢献しており、パンクしてもタイヤを交換することなく最寄りの整備工場まで走行を続けることができます。 

堂々たるスタンス

連続するコーナーをイメージしてデザインされた「S」の文字は、サイド グリルを誇らしげに飾ると同時に、リアの MINI ロゴにも組み込まれています。MINI Cooper S が、俊敏性を発揮するためにどのようなステージを好むのか、エンブレムの「S」がはっきりと示しているのです。

エンジン フード上部のエア インテーク スクープ、ブラックの一体型ハニカム グリルが付いたボディ同色のフロント及びリア バンパー、ブラック仕上げのサイド シル、ホィール アーチ トリム、ルーフ スポイラー、クローム メッキのサイド グリル、ホワイト サイド ターン インジケーター、クローム メッキのフューエル リッド、リア エンドのクローム メッキされたセンター出しツイン テール パイプなどが、エクステリアにおいて他のモデルと異なるポイントで、MINI Cooper Sが特別のクルマであることを示しています。また、ラジエター グリルのクロスバーと同様、テールゲート ハンドルはボディ同色で、ルーフとドア ミラーはホワイトまたはブラック仕上げとなっています。 

洗練された雰囲気

MINI Cooper S のインテリアは、高品質のファブリックやレザー素材をふんだんに用いており、MINI Cooper S が真に極上のクルマであることを主張しています。インストルメント パネルやセンター コンソール、ドア内側のフレームはアルミニウム・パティナ仕上げで渋い光を放ちます。これは、パンサー ブラックとマグネシウム グレーのドア トリム、ブラックまたはブルーのカーペット、さらにそれらとマッチしたスポーツ シートのクッションなどと相まって、完璧な色の調和と質の高いインテリア空間を実現しています。さらに、MINI Cooper S のロゴが刻印されたステンレス スチール製ドア シル ストリップ、革巻きステアリング ホィールと革巻きシフト レバー ノブ、ステンレス スチール製フットレストが、高級感溢れるインテリアを完成させているのです。 

充実した装備

このトップ モデルの広範囲な標準装備は、MINI Cooper に準じたものとなっていますが、それ以外にも下記の装備が挙げられます。

ASC+T トラクション コントロール（日本仕様はDSC標準）
6 速マニュアル トランスミッション
スポーツ サスペンション プラス
16 インチ Xライト アロイ ホィール
ラン フラット タイヤ
スポーツ シート
クローム/レザー仕上げのシフト レバー ノブ
ルーフ同色の独特なリア スポイラー
ボディ同色の独特なバンパー
クローム メッキされた集中ロック付フューエル リッド
以上に加え、国ごとに異なる装備パッケージが用意されており、市場によって異なる数多くの魅力的な追加装備が楽しめます。 

6. カスタマイズ

MINI のドライバーが「個性」に対して価値感を示すことを踏まえ、MINIには幅広いオプション装備と、専用に作られた多くのアクセサリーが用意されています。既製服とは明らかに異なったオーダーメイド スーツさながらに、一台として同じものは存在しない、自分だけの MINI に仕立て上げることができます。 

広範囲にわたる豊富なオプション装備の例としては、以下のものがあげられます。

エアロダイナミック パッケージ
自動防眩機能付きルーム ミラー
CVTオートマチック トランスミッション（MINI One と MINI Cooper）
ルーフ ラック システム
電動スライド式キャンバス サンルーフ
Harman/kardon 製 Hi-Fi オーディオ システム
熱線入りフロント ウィンドウ 
ISOFIX チャイルド シート
オートマチック エア コンディショナー
アロイ ホィール
マルチファンクション ステアリング ホィール
電動パノラマ サンルーフ
PDC（パーク ディスタンス コントロール）
レイン センサー
16:9 インチ カラー ディスプレイ付ナビゲーション システム
キセノン ヘッドライト
アディショナル ヘッドライト
以上の機能に加えて、お客様の好みに合わせて多数の素材やインテリア トリムを組み合わせることができます。





































